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ｂ．タスクアンビエント照明

天井面につけた照明器具で、手元の照度も全てを確保する照明手法を「全般照明」といい、そ

れに対し、アンビエント照明として控え目の照度で室内全般を照明し、タスク照明として局部的

に作業面を明るく照明する方式を「タスクアンビエント照明」という。均一にムラなく明るくす

るよりも、必要な箇所のみ明るくすることで、消費電力の削減を実現し、作業面の照度をより確

実に確保できる。現在でも既に病室では「ベッド灯」「処置灯」などを用いたタスクアンビエン

ト照明方式は活用されているが、LED は従来光源よりも器具の設計の自由度が高まるため LED

を用いることでさらに効果的かつ省エネな照明を実現することができる。

図－22　タスクアンビエント照明の概念　　出典：東芝ライテック㈱資料

（3）変電および配電設備の省エネ検討

変電および配電設備に関する省エネ対策の検討を行った。設定した省エネ対策の内容は次の通りである。

• トップランナー変圧器を超高効率変圧器に更新

• 従来の 200V 配電を 400V 配電方式に更新

• 一次側電圧を 6,000V で供給

• 力率改善用コンデンサの設置

表－13 に積貞棟をモデルとして検討を行った結果を示す。これらの対応により、一次エネルギー量で

788GJ ／年、CO2 排出量で 25t-CO2 ／年の削減が予想される。これは、積貞棟の一次エネルギー消費

量（北病棟の原単位から想定：87,222GJ ／年）の 0.90％、CO2 排出量（同じく：3,324 t-CO2 ／年）

の 0.75％の削減となる。

先の建築対応と同様に、新築建物の場合には設計時に対応を検討し、既設建物では機能更新や全面更新

の際に適用を検討することとする。
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表－13　変電および配電設備の省エネ対策の検討結果（積貞棟をモデルとして）

（4）BEMS の導入検討

順次 BEMS を導入し、活用することにより、無駄を排除し、効率的な運転管理と最適な維持管理計画

を立てることにより、エネルギー削減を図ることとする。具体的には、BEMS 情報を活用した無駄の監

視と早期発見（無駄を見つける）、BEMS 情報を活用した効果確認（きちんと動いているか確認する）、

BEMS 情報を活用した更なる省エネの検討（より最適にする）を行うこととする。また、データの解析・

調査、性能確認、改善策の実施、改善策の効果分析といった改善活動のフローを実施することとする。

図－23 に現状の監視設備の状況と BEMS 改修後の計測内容を示す。現状は病院構内を監視する中央

監視装置が導入されているが、主要な空調機の発停しか監視できていない。運用改善をさらに実施するた

めには熱源・空調・照明等の設備系統毎の計量と負荷側の状態の監視が必要である。そのためには不足し

ている計測ポイントの追加が望まれ、衛生・空調機等を監視制御する BEMS の設置が必要となっている。

次頁の図－24 に将来の BEMS 化システムの構成図を示す。現状の空調監視装置を BEMS に進化させ、

設備系統ごとにエネルギー消費量を管理できるようにする。また、解析、分析（見える化）を行いエネル

ギー使用量の削減を図ることとする。

図－ 23　現状の監視設備の状況とＢＥＭＳ改修後の計測内容
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図－ 24　将来のＢＥＭＳ化システムの構成

４．エネルギー使用量低減策の抽出
①　棟単位の省エネルギー対策の抽出および効果試算

３　③（２）において、整理した対策方針にもとづいて抽出した省エネルギー対策について、棟ごとに

効果試算した合計を表－ 14 に示す。また、次頁以降の表－15 ～ 25 に具体的な省エネ診断結果を示す。

表－ 14　棟ごとの効果試算結果（省エネルギー対策の合計）

棟名 工事費
（千円）

光熱水費
削減額

（千円 / 年）

投資回収
年数

（年）

一次エネル
ギー削減量
（GJ/ 年）

一次エネル
ギー削減率

（％）

CO2 排出
削減量 

（t-CO2/ 年）

CO2 排出
削減率
（％）

北病棟 126,571 12,156 10.4 9,805 12.7 300.4 10.2
内科系臨床研
究棟 150,498 9,152 16.4 5,946 15.7 182.1 15.7

中診・第２臨
床研究棟 445,408 56,847 7.8 38,586 22.4 2,033.7 28.6

外来診療棟 360,123 27,404 13.1 19,417 16.4 1,176.4 25.0
サービスサプ
ライ棟 21,661 584 37.1 471 9.5 14.4 9.4

計 1,104,261 106,143 10.4 74,225 18.1 3,707 23.1
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表－ 15　対象施設　省エネ診断結果（コージェネ更新含む）
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